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オープンソースの黎明期

【経緯】

■1984年 FreeSoftwareFoundation設立、GNU(GNU is Not Unix)プロ
ジェクト開始

■1991年 9月 Linuxが初めてインターネットにUpload

■1995年 RedHat社設立、LinuxディストリビューションをCD-ROM化

■1998年「オープンソースの定義」を発表(OSI)

■1999年 8月 RedHat社 Nasdaqに株式公開
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1998 年のブレイク

■日経オープンシステム

■週刊プレイボーイ マイクロソフト大帝国の崩壊の危機

■日経コミュニケーション フリーソフト、表舞台に立つ

■Linux Expo

■日経コンピュータ

■日経産業新聞

2月号特集 ここまでできるフリーUNIX

3/10号特集

5/4号特集

6月 日本人参加者2名

9/14号特集 脱NTの提案、Linuxが選択肢として浮上

10/1朝刊トップ intelとNetscapeがRedHatに出資
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ベンダーのサポートは？

システム構築コストは安い？

Webなど特定分野だけでは？
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こんな雑誌にも。

初めは大学を中心とした、若者の文
化でもあった。
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apacheは日本でも普及No.1

NT(Windowsサーバー)との
価格差で1/3

定番オープンソースを紹介
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1998年 6月 LinuxExpo
ノースカロライナにて
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Windows NTとの性能比較

ベンダーサポート体制の整備

RDBなどアプリケーションの充実
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そして、

ついに、

第一次のLinuxに
よる革命が始まっ
た。
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いろいろなビジネス形態

サポート/サービス型

周辺パッケージ型

改良パッケージ型

業務系活用型

RedHat
MySQL(デュアル)

SendMail
Zend

SRA
(Powergres)

ソース改修保守型

　米RedHat社のサブスクライブ･ビジネスの成功をうけ、
様々なオープンソース･ビジネスの形態が実現した。
　オープンソース･ライセンスの違いにより、ビジネスの
形態が存在する。

　今後は、ソースコードの改修により、ユーザー企業の
メリットと合致したビジネスが主流となっていく。

基盤活用型 (SI/パッケージ) SI/ISV各社

ソースコードソースコード
改修活用改修活用
の時代への時代へ



Red Hat k.k. Linux and Open Source 　　　　　　　　　　　　　　　　 Copyleft 2003 RedHatOpen Source Japan Ltd.

オープンソース･ビジネスの方向性　その1

RedHatRedHat の成功との成功と
サブスクライブの限界サブスクライブの限界

ブランド構築の難しさと巨人の参入

　 RedHatブランド以外は空振り
　 Oracleの参入でブランド格差歴然

パッケージソフト販売への回帰

　サポートに限らずパッケージソフト販売へ
　 BSDライセンスの台頭
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オープンソース･ビジネスの方向性　その2

GoogleGoogle によるユーザー主導によるユーザー主導

ライセンスからユーザー･ビジネスへ

　根幹システムは OSSの改造版を活用
　 GPLでも再配布しなければ公開不要
　 OSSへの支援や方向は積極的

様々なソフトウェアの中のひとつ

　商用ソフトや独自開発との混在利用
　ハイブリッド活用の発展
　 OSSにこだわらない



Red Hat k.k. Linux and Open Source 　　　　　　　　　　　　　　　　 Copyleft 2003 RedHatOpen Source Japan Ltd.

オープンソース･ビジネスの方向性　その3

事業にマッチした事業にマッチした OSSOSS を活用を活用

新たな事業のためのシステム素材の一種

　サポートよりもユーザー責任の自覚
　スクラッチ開発よりも大きなコスト削減
　 CMSや SNSをベースとした新事業の模索が進展

Webサービスがデータの無償化も推進

　 Webサービスが API公開でデータを無償提供も
　 SOAも含めて社内外データの有効活用
　



Red Hat k.k. Linux and Open Source 　　　　　　　　　　　　　　　　 Copyleft 2003 RedHatOpen Source Japan Ltd.

地域でのオープンソース開発支援体制

ユーザー企業/自治体

CIOと推進組織
責任ある選択

A社、 B社、･･･ OS技術

得意分野を持つ職人気質の小規模 SI
企業が

ソースコードの保守実現

C社、 D社、･･･ Web技術

E社、 F社、･･･ オフィス製品

G社、 H社、･･･ 業務ノウハウ

富士通、IBM、･･ ハードウェア

MSP、 ASP、･･･ システム運用

データベース･言語など、その他 OSS技術　・・・

ハードウェアや運
用の分離で
ユーザーに
明確な主導権

オープンソース
ポリシーを元に
教育 /要員提供
など

ソフトは陳腐化せ
ず、ソースコード修
正の保守で使い続け
ることができる

OSSOSS
サポートサポート
コンサルコンサル

統合型統合型 ITIT
からから

特化型特化型 ITIT
へへ
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OpenOffice へは先ず Windows 版から

■大量に使用するパッケージ
ソフト･ビジネスには限界
が見えてきた。

■独自開発の方が安いかも知
れない。

■ましてやオープンソースに
よる追加開発なら確実に安
くなる。

■マイクロソフトのOSおよ
びオフィススィート部門の
営業利益率は異常に高い。

■先ずは、MS-Office排除か
ら始めよう。

(MS-Officeとの互換性あり )

OpenOfficeOpenOffice はは
11 万台でも無償万台でも無償
SISI はサポートではサポートで
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マイクロソフトの収益構造

マイクロソフト社
アニュアルレポート2007
より

WindowsXPなど
クライアントOSは
営業利益率77.9%

MS-Officeなどは
65.7%
昨年のセグメントは
information 
workerで 73%も
あった

サーバー関連は
営業利益率 34.5%

営
業
利
益

販
管
費

売
上
原
価

売
上
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会社概要

1.社名 オープンソース･ジャパン株式会社

2.設立年月日 平成14年 12月 13日

3.本社所在地 東京都千代田区神田多町 2-9-2

神城ビル9階

4.資本金 45百万円

5.株主 PCIホールディングス

6.URL www.opensource.co.jp

7.mail kkakuta@opensource.co.jp


